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し準支見政十に均案一の　　　　いでの

　　　　　　てで十価均基に調議五　た
　　　　　葦客器拳套璽灌緕募雰夫奮あ
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［別紙1］ 平成11年度生活保護基準改定の概要

11級地一1）

　第54次
（10年4月1日）

　第55次
〔11年4月1日）

備　　考

円 円 沼人世
丁　生活扶助基準 基準額】

0）居宅（1類十2類〉 33歳男、

標準3人II滞 163316 163806
29歳女4歳子

121期』2一・ll寺扶助費嘱宅） 14330 14340
川I　I　Ilr

妊産婦加算（妊娠6ケ月以上） 13960 13970

老齢加1算

7D歳以上

（紐　　宅） 18，070 18，090

（人院・入所） 15060 前年度同額

砺1、
据　　　宅1 23，490 23，520

（入院・入所） 19600 前年度同顔
1閣qゴ1皿1

障審等級い2級
偲　　　宅） 27，110 27，140

（入院・入所〉 22，580 前年度同額
重度障害者他人介護料 71400 72000

1！畠宅患者加算 13430 13440

人」栄養 12050 12060

人院ε畏諸日用1質 2a39D以内 23410以内
人判1嚇金
小　学　校 39，200以内 39，400以内

中　学　校 45800以内 46DOD以内2
ql家賃闘代等 13，DOO以内 前年度同額

剛1宅峰ll持費 年額120000以内 121000以内

3　　　　　準
小　学　校 2，i40

2P150

中　学校 4140 4160

4　出産扶助基準

届　　宅 178，DOO以内 193，000以内

施　　設 141，00D以内 142，0ひD以内

十入院料 十入院料

5　生業扶助基準

（D’1．業　費 45，000以内 前年度同額

陽技能修得費 59、000以内 60，000以内

〔3）就職支度費 31000以内 前年度同額
6

175000　ヨ 176000　1 の　・

7　勤労控除

m　基礎控除（上限額） 隈度額33、530 限度額33、560

ω特別控除 年額152，400以内 年額152，6σO以内

1，1）新規就労擁除 10，500 10，600

1“　未戒‘卜者控除 11，700 前年度同額
陶　イ・艶ヒ就労控除 8，000 前年度同額

かり虞保　 三を特基
の基　障被　　行別礎
羅鵜雑最鍵篠
をに員は者低　等の
想違の’に生　に限
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平る居世れ
成力1住帯る
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年くに族生
度つよ構活

活
保
障
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善て

醤鱗難1畿雛
意そ示加ののに　一生
すのさ算実他つこの活
る実れさ費にいこと保

　る下びの　の一　す
まこの家交学で般　る
農と場賃通校あ的　と

収当都収てたにる応就
入）最入一水消こじ労
かの低力1例準費とた収
ら場賃　をとしに控入
控合金＝あな得な除の

　五一一一額控が的に　八十五級の除つには
　〇五円地目額て手・
　○日＿で安を’元収
　円分東就と含現に入
　が相京労しめ実残に
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特集1●平成十一年度の生活保護

［別紙2］ 平成11年度生活扶助基準（月額）

標準3人世帯（33歳男・29歳女・4歳子

級地区分 格差 平成10年度 平成11年度 改定率

1　級　地　一　達 100．0 163，316円 163，806円

0．3％

1　級　地　一　2 95．5 155，967 156，435

z　級　地　一　1
910 1塩8，615 149ゆ63

2　級　地　一　2 86．5 141，268 141β92

3　級　地　一　1 82．0 133，919 134，321

3　級　地　一　2 775 126570 126950

［別紙3］ 最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、4歳子】

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 176806円 169435円 162063円 154692円 142321円 134950円

生活扶助
　第　1類
　第　2類

163，806

1（職07G

55736

156，435

1Q3，20Q

53235

149，063

98，34G

50723

141，692

9B470

48222

134，321

8B，63G

45691

126，950

83，76G

43190

住宅扶助
13000 13000 13000 13000 8000 8，000

（注》1．第2類は、冬季熾算（VI区額×5／12）を含む。以下同じ。

　2．就労収入のある場合には、収入に応じた額が鋤労控除として控除されるため、現実に消費し得る水

　準としては、生活保護の基準額に控除額を加えた水準となる。以下同じ。

2．夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、9歳予（小学生〉、4歳子】

！級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費 220，808円 211，543円 202，293円 193039円 178805円 169，541円

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

205，658

ユ44，920

60，738

196，393

138，390

58，003

187，143

131，870

55，273

177，889

125，35〔）

52，539

168，655

118，850

49，805

t59，391

112β20

47，071

教　ff　扶　助 2150 2150 2150 2，150 2150 2150

住　宅　扶　助 13000 13000 13000 13000 8000 8，000

3．老人2人世帯172歳男、67歳女】

1級地一1 1級地 2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

旗帯当たり最低生活費 150432円 145307円 138438円 133403円 121438円 U6523凹

生　活　扶　助

第　　1　　類
第　　2　　類

119，342

69，190

50152

114，217

66，320

47，897

108，608

62，970

45638

103，573

60，190

43383

97，868

56，740

41128

92，953

54，080

38873

老　齢　加　算 18090 18D90 16830 16830 15570 15570

住　宅　扶　助 13000 13000 13000 13000 8000 8，000

4，老人、人世帯170歳女｝

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
IIし帯当たり最低ノ醇1～費 1〔）8864111 105，606円

100608111 97449111
87351円 843〔）3円

生　漬　扶　助

窮　　1　　類
第　　2　　類

77，774

32，690

45，084

74，516

31，460

43，056

70，778

29，750

41，028

67，619

28，620

38，999

63，781

26，810

36971

60，733

25，790

34，943

老　齢　加　算 18090 18DgO 1683D 16830 15570 15，570

住　宅　扶　助 13000 13000 13000 13000 8GOO 8000

5 五ψ認η4照θクね耀1999，5



（前ぺ一ジより「［別紙3］最低生活保障水準（月額）の具体的事例」のつづき）

5，母子3人世帯【3D歳女、9歳子（小学生）、4歳子1

1級地一1 1級地一2 2級地 1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
”｝帯’11たり最低生テ看費 200777円 193555円 184593円 177386円 163424円 156203円

ノ1二　活　扶　助

第　　1　類
第　　2　　類

160，247

104，510

55737

153，025

99β00
53225

145，823

95，100

50723

138，616

90，400

48216

131，414

85，710

45704

124，193

81，000

43193

母　子　加　算 25380 25380 23620 23620 21860 21860

教　育　扶　助 2150 2150 2150 2150 2150 2150

住　完　扶　助 13000 13000 13000 13000 8000 8000

6，重度障害者を含む2人世帯165歳女、25歳男（煎度障害者）1

1級地一1 監級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2
1麟r’liたり最低生活費 194062円 188347円 180738円 175013円 162418円 156703円

ノ1・　活　扶　助

第　　置　穎
第　　2　　類

127，062

76－910

50152

121β47

73，450

47897

115，628

69，990

45638

109，903

硲，520

43383

104，198

63，070

41128

98，483

59，610

38873

障害者加算
電度障宥加算
轍陳害融族介酬

27，140

14，610

12250

27，140

14，610

12250

25，250

14，610

呈2250

25，250

14，610

12250

23，360

14，610

12250

23，360

14，610

12250

1酸　宅　扶　助 13000 13000 13000 13000 8000 80D｛｝

計保い臼実て世扱
上有こ々態も帯い保麟
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特集1●平成十一年度の生活保護

をい手も県おののつ保基　し助かい合般保被ろまの
入る持最市いこ決い護準なてを灸ずい世護保でえ取こ
念実金低にてと定てをに挺示除　れ）帯世護あな扱の
的態か生おも照二の要従　す～今もにのイ　者るがい勧

纏靴響雛縫終縫難錘幕簿議翻
　　と五お一指資る世たまあ基医る割活及よ査た児府
　こし割い部導　程帯結で魚準療こ合費びる及とを県
　れてをてのにこ度に果も　と扶とカ1見一被びこ踏市

り
、 一・セ賓と最るこ険

繰轄酷難穿騨麟
　すいつでの　なでれ
保るるてあ生解生あば
険と預も資活約命q返

鞭難講罐購
くがとしkにの保時あ
な困はを　充返有にる
る難異当保て戻しお生
こでな然険る金てい命
とあqにはこをいて保

　　　　（2）　　　　（Dたグ）　　　『
　程療判　 を扶断帯　 こ保保　A

麟醐罪肪影雑徽蕊下をつ返と除い均料　認開 険護
第を除い戻しくて衡額　基始の開

綴卦斜撮魏騨贈11と　最少　の低し該　次お容に
斎羅騨講礫鶴認お
冊　塾酒あ　程費この　お生基け
問　二費る　度＿と一　り命準る
答　か＿か　以医の般　と保　 生

轡　月医の　下療判世　し険

　たを全て機る実る分てのる　該でい度の保な　ろををはに等
こと実国い関力1施こ勘嫉一かそ世あての一険わ一で寛適解つを
のこ施統るに　機と案　般のし帯つはも般金ち定あ認用約い考
勧ろ機一こよ総関がしこ世判てにて危の世額解の資すす返て慮
告で関のとつ務に妥たれ帯断’及’険で帯及約範　るる戻はし
やあ些半1』かて庁委当渠まと及解ぶか対あとび返囲　取こ金’て
具資耶断ら取勧ねで　でのび約も？策qの保炭の　扱と受保’
体　す基・扱告てあ社地均保返の　を　均険金生　いを領謹一
箸護壽嫌麓藝箋雛羅鯉裏騨爺離1鷲糖
安　摘定金々てこてで情断保少　効し種し当でと　いし第保囲
壼　をしとと　ろ保判等に険額　果た類な該あは　るて六険の
爪　受こ同な実で護断をつ金で　がもにい地つ’　と保三金も
し　けれ樺つ施あのす十い額あ　当のつ程域てす　こ有条又の

当のき保て類すて期て　概最る返度活一の化支消料　あの踏て
で水く険おもこは保いそね低趣戻以費割対セ出費額具資目まほ
な準異のq多と’険たし三生旨金下一程年ンに実に体　安えし
くでな種　岐と今金保殴か活をにを医度収タ占態つ的　を’い
な一る類同にし回額険　月費没つ目療で比1めにいな　定今と
つ概場に額わた保等金従程＿却い安扶あ率調るおて考　め般の
たに合よのたこ険の額煎度医してと助る＿べ割け娃え　る’実
こ評がつ保るζ料保＿　早療な嫉しをこ全に合る　方　こ上施
と価あて険よ　・）障死基1扶い　菟除と国よや保一と　と紀機
かす軌は料う及上水亡準を助程保　～か平る　険般し　との関
室る　保でにび限準保の目を度有ま一俊均払生掛世て　しとの
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理r地法興興へ判念立こいそて山通自
的生帯の山法き逝去をとての認間機動
条活等規村の地に認阻嫉ま趣めへ関車
タllとを定や規等よめ害　で旨らきのの
　福いに　定とるるす就自嫉れ地利保
簗鮎三馨蚕籔縞麗誉蜜こ苫筐嬰套
的）昭き地づ具でがのよののる居困つ
条も和指帯き体あ適でる保よと住難い
件の五定対指的資当あ当有うこすなて
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　こ自地が用勤
　菟動に著で務
　　車居しき形
繍　の住くな態
第　保す困いに
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契護　　四
約者借
更力啄賃
新　　 貸
料契借住
受約閲宅
必をにの

1難
場盈い料
合にる　の
に際被支
はし保　給

有るらに的冊次件間課動図　ケ又公早し変機　に
套場の就条問にがへ長車るこ1は共出て化関し限
認合場業件答r悪き問の観のス利交といにのか定
めに合し以135笠い地答保点よが用通いな伴運しさ
る準もて外を　地等第有かう生す機ついい行なれ

　の住こ業気　一的rしの長　難いて夜居勢交
　保すれ務象別の条山て自を　なかは勤住の通

定分の料力1状一隼い結そ域し　とに生上　とと貸
憲観熱難暮葵轄騒臆鞍髄嘉藁羅馨
ことのと上んて借もいにれ圏　あ特議いで合賃を宅
としオす明がき契のれつるを更資別にに更がの更に
乞蕪魏紙型募獣輝忠籍鋤3籟継奪窟
ど鶴倉響螺嘱盟薯躍
ら関額嫉お料こすそざにあた収
に限の　りののるしる契る一は
　り一⑭’支よこてを約も部’
こでか第更払うと　得がのの主
れ認月6新いなが近な締の地と

を当てに
設該は係
定地’る
し域個生
ての別活
き実に保
た態厚護

月るし
分際て
程’い

＿り一
㊧で定
第認限
£定度

4で額のき内
1るにのこお
キとい

1纂

唾』機
の蒐関
鍾　限
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、特集1●平成十一年度の生活保護

判そ必れ際施クびをロデ毒

鰯蒼雛講驚携縷
確効活こ費活民こ間　冗社之
に果動れの保間と自ミ　ム
裏耀あ藩ス蹉昇麟
ε覇籍繁曾鈷舞
なもらにいがテこプグケ目物
い公かつて参1のの等ア的依
瑠暮ギ響ζヲ留窪舞騎
か価く、はこるンル及動プて中

　りへ等　　　 五

　具通の薬通リ
＿体う民物　うハ薬

馨騰聾馨膿
支踏聾讐費
3裟建畿塞撃給シ　支ン者
鰹憂給輪

しにに
発隈よ
　qり　　難
　厚い
　生特
　省別
　にな
　協事
　『議情
　すが
　るあ
　もる
　の場
　と合

1答　すなにれ移ビ中がつ依基覚　もに福し場鞘行共る　とら
シ218こよる通て送リ毒明い存づ醒平のお祉て合神わ団もたこ’
ヨをのう場うい費テ者記て者く剤成でいピお等保れ体のだろ
ン改勧指合場なの1がさはが勧に十あて’りに健てかでkで般
施正告摘も合い取シrれ移断告関年資移r＿つ福いらあ　あ的
璽kををあにと扱ヨダて送酒にす五　送ダ平い祉る当つ民胤に
　　受受る移い’ンルい費会おる貝費ル成てセ場該て間1ま
を一咳けこ送てに施クるのへい行　のZ烈実ン食事迄活　認
例民　たと費　つ設一力1対通て政総　支　年　 タ　業　動　め
示間今ζをのこいに等　象う　監務　給等六認1②に①と　て
乞ス暢景籍む講罠霧講鵬雰翼軽碧鑓魍身象
てビ別で的対の明場間依る費コ結麻　との生こ援所補地行　か
引リ冊あに象施記合リ存こ用1果薬　な限活とす又助方わ　つ
用テ問資示と設さのハ・とにルに・　るりととるはが公れ　た

購

委辮
るに謬
場必
合要
　な
そ原
の動
購機
入付
費自
用転
に車
つを

　てる　　六
　　原就就

璽錐麹
6　を　転　ら　　かイ寸

難羅鰻
1纏除署
轡　いな　 の

ゑて扱る方の嘆の精すを的　と場
　更いと一整　リ神る断に支と合 一

　ににこに備公ハ保こ酒民給しが定
　検つろつ等的ビ健と会間要たあの
　討いでいアリ2福にのリ件もる場
　をてあてフハア祉つ場ハののこ合
　進資咳検タビ1部い合ビ緩でとに
　め　討1リシ局てとリ和あをは
　るそ生がケテヨに毬同テ　資具支
　この活進ア1ンお　様1す　体給
　と結保め対シ施い現のシな　的対
　と果護ら策ヨ設て蕉取ヨわ　に象

鍍蓋臓號鋸、輪郵被

雛を蕪野ζ慧喜晦照
　度削とぐ困適②あい　た一除い費
　の除かわ難当そつて　ともでとと
　購kらなななもて嫉　このきしし
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　　　　改　 二
　　　（11正今
鳶律患　の回医
一一者感概の療

　とる症ゑ係改
　い法の　る　正

る担八年　る員療在増続医　 一
割金四度ま割＿扶で加い療最

てに護約成てに保人六度年み
い占費六十い占護が月以かる
資め負五一資め人医現降らと

ああ対よる法とて受者の第くけつ　正法用伝助ら十
資る象り費にな犠けが患二はるい医をのに染運施四感
　のと調用おる　る感者○政一て療行活関病営行号染
　でし査等けカ1同医染又条金類で扶つ用す予要さ）症
　　てをにる　皆療症はがに感あ助麓にる防領れが新
　取も行つ患こにに指新準よ染ると　関規法別牽平法
　扱差つい者れよ要定感用り痩粧感　す定及紙｝成（
　1凌生惹疑雲客膿鑑裏喫二感建窺謝荏笛差士護
貿え”る該費費機のる第類染新
意な医一医当負用関所指一感症法
がい療般療し担等に見定九染新の
必も扶のになのにおが感条症法関
要の助例要い対ついあ染又若に係
ででのにす同象いてる症はしおに

定q病互伴年＋
を　予ぜ硬四年
設感防に　月法
け染法つ医一律
る症のい療日第
改新活て扶か百

医
療
扶
助
の
運
営

保い制　　三
誕る度医
煮がに療医
全’と費体生つの療
の活て適扶
約保共正助
八護通化の
削にのは適
がお課’正
医い題医な
概講運助・つ係営
を被て各等

　三的改月点よ会施○正理の。一い一関る局て
　十障正三検る局行号すに整　年て月係医長・
　一害阪＋に医保さ）る関理　三も＋に療の厚
　日に　一つ療護れが法す　　月一七つ扶連生
　社改精日い扶課る平律る　　慌部日い助名省

　　　　④　　　　③
こをに健導　こと定被
莞図基康の指菟結医保医

るづ保実定
なく険施医
ど指法に療
効導’あ機
果等精た関
的と神つに
なの保て対
指連健はす
導携福’る
をの祉医個
行強法療別
う化等法指

び療護療
つ機者扶
い関の助
たの病の
適協状実
切力把施
なを握に
処得にあ
遇て努た
を　’めつ
行病’て
う状指は

　　　　　②　　　①一　適扶六受
ζよ化健極　な適審　層っ正助割給
　りや所的畏処正査レのい実のがし
　的嘱等に期遇な内セ充て施割医’
　確託の図入の支容プ実はは合療ま

　握治と医社進護ど査る曾題大あ費
　に医の療会す患診体必一できる負
　努の連機復登者療制要差あく、等担
　め活携関帰一の報のがに資　金
　る用の　を菟適酬強あつ　そ医の
　こに強保積　切の化資き　の療約

々／診‘脚4Wセ塑α箔9　1999、5
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特集2●平成十一年度における生活保護指闘監査方針

等度
にに
つお
いけ
てる
は生
’活

本保
年護

指　と施通百がを状護て
導平こ要知五行図にのは生
監成ろ綱r十わる鑑実’活
査十で一生一塾た桑施最保
方一あが活号　映　体近護
針年資新保厚三　指制の法

た護生月従導及実施
に法省二前監び施行
定施社十の査実機事
め行会五通の施関務
ら事・日知一状に監
れ務援社の層況お査
て監護援見の等けに
い査局第直充のるつ
る実長七し実現保い

下たも社も議管道三
のとつ孚穫に課府月
とこて　 お長県四
おろ　援三い会・日
りで具護月て議指及
であ体局二”定びある的監十そ生都五
ゑ鋭な査五の活市日
　　取指日内保社に
　そ扱導社容護会開
　のい課援を関・催
　概が長監示係援さ
　要示通第す係護れ
　はさ知三と長局た
　以れを号と会主都

の制ζ世超二帯咳下はろ
一につ帯え脇人　　不でほ動

ll犠獲難繕1
事る福傾務お些三中し平でく
異ζ祉向所q一月心い成推
動　事のに　万現に社八移平
の現務現お全へ在増会年し成

生
活
保
護
指
導
監
査
方
針

業所状い国保で加経度て四　　 一

　　　　　　　　　　　　護針監

九にびとこけ‘本戸斤
年よ過しとてとの
度る少ては熱し保
に不申毎認意て護
お正貴年めあはの
い受　　 らる制実
て給各就れ取度施

査
に

当
た

つ

て

の

鳶種労る組の状　課る法の保者員対
認年収もが適況ま題な定福護がに象
め金入の行正を農と隅数祉世全つと
らのの璽わな見　な　に事帯体いな
般無無　れ運る福つ実比務数のてつ
　申申①て営く祉て施し所が三もて
平告告依いに　事い体てに増割現い
成等及然る向全務資制不お加を業る

の足い傾占経ほ
強すて向映験力1
化る　に　を
が状現あま有査
大況業るたし察
きに員一’な指
なあが部被い導
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　　　　　着市疾査　　 二そま　きら訪基い摘よ②様計受も
面　　ア（1）眼が　儀管お　 のえ指発れ問本てをそケの検給三

丁　査段　　び都う監　　に　 美踏　て見渥のつ指お免同会正

申定　　　　よの係握険金な分族　に窓窮行　いど所相義引寧
告期被（ア）　イう要調及事融同聞構さつ口者政まよ相長談務きな
内的保　件　指否査び務機意き嘆らいにに部慈う談等内の出対
餐な謎資の被導に等扶所関書取［　債てつ関局　指業幹容周し応
　提煮産確保すつ福養等　のる病　 もなすと民灘務部及知生壼

徹kの　　要　る護関把保り要十家　りの困の　ななはに利分

遇かス　　　　す場等職照るたに点護事
方のと処　　（イ）る合を業会調子被的世務ま
針基ど遇動方　必に杷等す査や保に帯効な
樹本う方等針ケ要は握のるに生護調と率立
、 とい針のの1が実セ生につ別世査関化扶
のなう嬬推樹スあ地　活とい母帯藍係の養

るあをが　的即　る住収ず養前し指にまに
実るし当　なし　よす丞世の夫た導つ柔つ
態力1て該　訪た　うる　帯可に成しい　い
把　いケ　問処　指者資構否対人’て被て
握処く1　活遇　導の産戒をすし特重保建

菟をは行点　う行底
　適そ㌧ミ検な指陵を
　切の　に摂導　図
　に受まよ　す適り
　把給欺り課る正必
　握権　収税こな要
　すの各入状菟収に
　る有種申況　入応
　よ無年告に　認じ
　う及金内つ　定関
　指び等容い　に係
　導受にのて　努先
　す給つ確は　め調
　る状い認一　る査
　こ況てを斉　よを

　よ問い活働調るる実　施礁変な初　こ織を困も握1問　的や
なう頻て用年査ここ態特す　化すに一ζ的開難穫・ス調しにそ
歳指度は等齢活とと等穫る調にこ計友　な催ケ　検の査たなの
　導を訪に層動なかを　よ査応と画　　検す1自討生活がつ評
訪す高問指のをく亀早保うのじなし訪　討るス立し活動つて価
問るめ格導者実実　期護指目てく、た問　をな等助た実やていが
時必る付をに施態訪に開導的随　訪調　進ど嫉長う態病処る極
鰐雛響耀離鶴牟騒難裂ケ鱗霧鰐舗
在あ措位るるとに付すに必分問護定動　よ処1ケ樹状握針が形
が姻にケ稼と必にるは要牽忍す世麟　う遇ス1立を等聴式
攣鋸羅耀講詔髄灘年翻瞬茗嫉、個
lIま　ず　に力　訪わが生灸てと状と度　すの会処とにりず　画
帯　る訪つの稼問れあ活　実も況こ当　る組議遇と把ケ訪　一

現！～～召η4脳θ塑απ～19995
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特集2●平成十一黛度における生活保護揖導監査万針

び態労れ力はて　にの就職求慣し菟労訪問　　　よも状隈聴に
就を先るを就豊ま行た労業職形て　の問に稼　（ウ）う含況り取つ
労的等者十労　桑うめ指安活成嬬そ可等よ働導　指映等世すい
時確のに分時病　よの導定動等　の否にる年の稼導　を帯るて
間に関対活問状稼う積の所状へ就結によ生齢徹働す生聴學こ僕
を把係し用が等働指極徹へ況の労果つる活層底年る活取　と
増握先てし少かし導的底の報指意就い病実の　齢こ実し民は本
加の調犠てならてすなを同告導欲労て状態者　層ζ態’生も人
さ楽査　いいみいる指図行書援のが十調のに　の　の不委と来
せ　に必ななてる必導咳訪の助助可分査把つ　者　把在員よ所
る就よ要い星就場要援　問徴を母能検を渥い　に　握理等り、時
よ労りにと　労合が助自等取図　な討行　て　対　に由か　に
う日就応考稼日であを立に　り生者すい主は　す　努のら可実
指数業じえ働数あ資早助よ公つ活にる’治’　る　め確生能情
導及実就ら能又つ　期畏る共？習対こ就医訪　指　る認活なを

1指麺年る見導をわを状るの　が申調そは保給約し　　行導す
ス導　’一て収しす行な徹況とあつ不告査の過険の二て平（エ）うをる

応を場先則時正すはのる査説内く内把るのの各屍三不策が増、応
を行合調と点受る文指内及明容な容渥駁で無種　七正のあ収じ
行つの査しに給よ書示容びをに憾の　　あ申年不一受徹資指転
うた活のておをう指に審課求疑　審収訪る告金正七給底　導職
よケ用実五け発指示従査税め義　査入問力i又・受鉄と　　を指

報被てさ現支　　　　　すし相の需保　と対費岐て世　　　う
を保もせ業障ケ　（ア）ア〔3）るた談活要すつは応を多い帯高　（2）指
的護　る員を1指　　　必幅員嗣をるいでだ給様菟が齢助　導
確者経と等きス導適実組要広等　的観てきけ付に　保煮の要す

騨賢講毅要鶴繍灘騨蛇姦款講藤灘
塔擁腰罐腿欝驕璽罐橘医窃響麟きと担相職よび　配確営　努と医kこなス需つお世帯障　にあ
るす当談員う事　置保体　めの療　れ指が要たq帯の害　対ゑ
体る者業配査務　に　制　る連機他ら導大を所　の大者　す
制援を務置察処　つ　の　よ携関法の援半満得単需層等　る
を助配にに指理　い　確　うを　他世助でた保に要と要　指
確や置つ努導等て保指密各施帯をあす障保はな援導
保情しいめ員に　の　　　導に種策の確資この護多つ護　援

　　が維導や事る現任　 う生務割現人　　　るえる指に保　す
毎イあ持す県務研業現こえ活能合業事福　（イ）よたこ導あす特る
年　免向る外所修経業ので保力を経異祉の　う職と県るる侵よ
　計　上な研にを験員た重護の占験動事た職指員の　福た　う
管画　の星修お実のに擾要の維めので務め員導配なケ祉峻生指

輿理　をのな研も導的いつを図り導脚柔のあ特動！いが正
　の　行職参修礁員なてて確る職員い　　維資に向がて増実
前推　う務加の　に研僕い保こ員が職毎　持　配を不は加施
年進　必能を実福対修　資すとの一員年　向　慮踏足査傾を
度　　要力指施祉すや新　る越職定やの　上　すます察向確
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軌任な業い　　よ題現るケ抱　に自祉　取てびを取当こを祉の
　せい務な査ウう解業な1えな取主事まり全事具り該蒐作事監
年とこのい察　指決員どスる歳り的務桑組職業体組指　成務査
塞秘灘難篶駄郵雛鱗娚鰺藁繁欝羅簗
申畏　理務能禅必組員部議の困う検えケ指体策り問までを体項
，請期現が所が機要むが職を取難指等る1導と定込題え・福的等
卜未業十の十能が体…員積扱ケ導に問スすなしん点・各祉にを
続訪活分実分のあ制体’極い1すよ題をるっ’だ’塩福事指踏
き間動行態発充ゑをと査的にスゑる点通必てこ運対務祉務導ま
のががわを揮実　確な察につ等」是をし要組れ営処所事所すえ
遅生現れみさ　　保つ指活い問菟正把てが織に方方と務にる管
れじ業てるれ　　すて導用て題　改握　あ的向針針し所示指下
等た員いζて　　る問學すはを　善セ福蒐にけ及等てがす針福

養握とで時等　定意必にのを　　導きスも実問のす査指　種保
指kも　活をます見要把処受被＠するに侵施計、ケる察導つの護
導　硅レ用把歳るをに握遇給保　るよつ　に画1な指台い問の
の生　セし握　よ聴応すにし護医必うい重つのスど導帳て題決徹活在プ得す現う取じる当て世療要なて点い策のし員一は点定
底指宅トるる業指して必たお帯扶が体は的て定状て業の’が実
を導での状た員導適主要つ軌の助あ制随な辱及況’務作本生施
図　の縦態めがす切治がて　大の乾の時指必びを査マ成庁じの
る就療覧をに被肇な医あはこ部適　確必導ず訪掌察二等に套基
よ労養点確レ保」処及有病れ分正　立要を関問握指ユをお一本う指の検保セ護菟遇び　状らが運　にな要与調し導ア盛いと的
指導実をしプ者　方嘱こ等の医営　つ指すす査’員ルりてとな
導又態行たトの　針託のをケ療の　い示るる活特がを込rな面
すはをううを病　を医た的1扶確　てがケと動に個策ん査喬に
る療把とえ常状　策のめ確ス助保　指でiとの訪々定だ察　各

　　　　　　　査点施　要効と事能検措体取営事生　　 三必
福く活おアωにににつな率い務力討置的扱実務活都当　要

状るはり員　に　導るの　にかす福職ら善つ及の福行項査
をカ1全生に　つ　監観実　重つる祉務のの具び運祉う　　に

る幹を規管体組程のの復　でと意て務担性イあ能訓す　向鑑
必部抱模内制織に指分命っあ指思の所当の　蒐力練るつ上み
要職えな保を的お導析会い免導疎課に職確本　のの研いはれ
が員る福護確ない方’のて　監通題対員保庁　維実修て緊ば
あが福祉世保協て針是実は　査をにすそのの　持施’は急覧
ゑ自祉事帯す議　の正施・　に行つるれた行　向等福’の本
　霧癖難揆繋釜軽簿監卦1ぞ鐸裟曽嗜走髪筆鋸誘房
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　にしのめ　わ含連　査目『1　が識議当福導の　必のの員　の
　当て問る特れめの今結検　璽の論た祉監実　要職現に　維
　たは題大にるた過後果討　要もとつ事督効　が務任対　持

乙ヴ診6π4脳eひa院～19995
14



特築2●平成十一年度における生活保麟指導監蛮方針
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特集2●平成十一年度における生活保瞳指導監査方針
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　　　（1）1　　　　3（6）　　　（5）　　　（4）　（3〕　　　（Z）　　ω2　〔3〕
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特集2●平成十一年度における生活保瞳指導監査方針
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握問
k題
　か
そら
の福
対祉

織
纏
じ体

改のいま動
茸　抱るえ向
　えか”
画て0福地
のい　祉域
策る　事的
定特　務特
等別　所性
’な　 の　’

そ問　抱実
の題　え施

々／e召η4Wセケ盈紹1999，5
20



特集2●平成十一年度における生活保護掲導監査方針
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をI　rな期　なカ1調1間指る握問業養議歳等I　I討又わ主れと施てを面主認
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潔
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徹点情祉
底的に事
　な応務
　指じ所

14）　　（一め　　（2）　（1）i
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に
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特策2●平成十一年度における生活保護指導監査方針
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に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指あ役い審発　指の期ての設儀こ会参構こ充人た　ア　〔0　2導
る職る講生法導監待状のとで画成の実のめ麺正の監者員こ　要人す事さ理況財理がのでのたさ理に設法な社実保査
でが教監因’豪機れ事等産事必適き下峻れ事峡の人運会施護を
占親　事を施』能て等にのの要正る鰻　る会　適の営福　施行
め族②のみ設ζをいにつ状業でな理　理テ機運正運管祉　設う

簿鍵霧峯礫毅驚匙婁離薦攣羅鞭諜
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〆に金　が明た　等つ施正　配　な設　に識法法施ら
制よ通入確確映措にい設に人置資施の　もを人人すの
をつ帳所保に　置つて設整事す格設運　努高・監る事
確てと者さし会費いも備備　るを運営　め顔施施と項
立管印預れて計のて適等’労よ有営管　る　設設とに
k理鑑りる適責適指切の運務うすを理　よ運ののも留
　さが金よ正任正導に整用面指る確体　う営公幹に意
適れそにうな者なす行蹟さで導専保制　指内共部’し
切るれつ指会と執牽わ　れのす任しの　導容性役研指
な等ぞい導計出行｝れ維て規るのて確　すのに職修導
管内れてす事納を菟て持い程と施い立　る情関員等監

いてにに
　いよよ
　るるり
　こ法理
　と人事
　に・長
　起施等
　因設一
　す運部
　る営の
　もが者
　の行の
　がわ専
　多れ断

動活障訓又神るとに　個をk身　必とこ自尊康
に用害練は的と楽わ入別求　のそ要自と真重管入（2）等すてら理
参すを及機条とした所処め必状のが立に　と理所　にる　にを
加る克び能件もみる者遇る要漢たあのよ自適等者適通と入’行
すこ、服入のに罎の場虞方等に　めゑ促軌活切のに切知と所預う
るとk所減応　あ合　針専応日に　進　へな充対なすも者りよ
こに　者退q入るが施を門じ常嫡　を入の生案す入るにに金う
とよそがを　所入多設策的て動　　図所援活　る所よ必対の指
がqの自防機者所いで定判嘱作入　る者助環プ食者う要し収導
で　有ら止能の生ののす断託能所　よの等境ラ事処指に定支す
き社す進すを身活で生牽も医力者　う処を等イ　遇導応期状る
ろ会るんる維体を　活」踏等等個　指遇充のバ入のすじ的況こ
経能でた持叩確ゆ力燦まのを々導の実確シ擁ゑてににζ

欝砺浄縛繍麓靴識躯ゐ健保畷都さ
難　　う人嗣の厚健の慮年の場鰻当職任な　　　さ作に施うす
体防14）指材　取生康福を次たづ　な務給職職　（31れ業応設指る
制災　導の労組セ管利行有醗く人給表格員員遇　る環じに導た
の対防す確働やン理厚う給　り材与等付ののの必よ境たおす峻
確策災る保条　タ増嶺と休週に確水を基確給充要うの作いる
爽に対こ及件福1進　 と暇四努保準給準保与実な指確業てこ職
　つ策菟び等祉ののレもの○め策の与　をに　職導保種犠ζ能
夜いの　定に人活実ク侵活時ると確規前図っ　員すに目　　的
間て充　着配材用施リ　用間必し保程歴るい　のるつの入ま訓
又喚実　化慮セ等の工職に労要てをに換観て　確こい採所桑練

綾諾畢残鶴駅解讐黙騨讐彗鰭繕間絡　　め有1高のヨ対て確ゑあと阪’乾継　職　分適障に行
を　　　る用の揚福としの鑑　ると　標　続　員　配切害授う
想避　よな活策利て配そ職も妥準初的処慮な等産よ
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特集2●平成十一年度における生活保護指導監査方針

適及
正びこあと安たす
なそのるを定適る様施護
給のた
与定め
水着’
準化有
のを用
確図な
保る人
　観材
年点の
次か確
有ら保

　　　　　　　1　　意たそをに　　　 ネ±にる隣施定
でこでし有て保　　　さのの煩つ保に保ム万み施　し
　　　　　　護保　れで実わい護つ護ぞ全の言繍た
　　　　　　　　　　た施して施い聾援を防及常避
犠認麓灘記稀蔀耀三1…護響観蝋
　と施入者ハそに　　にをる平運通係局よ制域備練
　し設所個ンの対　　遺下と素営知る長うの住蓄及
　て運者々デ設す　　　憾記こよに）指通指強民物び

実営処のイ置る
施を遇人キ目指
す確骸権ヤ的導
る保　をツに監
もす健尊プ沿査
のる全重をつは

ののろり係
なとで格る
いおあ別指
よりるの導
う定が配監
配め’慮、査

導知導化等資消

実容ζ組域・の
施　　　等ぐ近実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2この監面全選て及事指の　継 一事てと回　ら効主祉にな組な給
の向査監施定良び会導実全続回の問k　指れ果眼法留るみど休
場上の査設根好入運監施施的に発題　全導た的事人意法と労暇
合に実等数拠婁所営査が設にと生が前施監礎な項・k人と働の
で努施の㊤を認者　の困に実どし認回設査　指及施　のも条取

該な実るしつにに員人前導　的てやにるて　に基監社充基けの
施お施なてえ限つ処の回監　かは不よこ年　努づ査会実盤た充
設’率ど書でqい遇理の査　つ年祥つと一　め教の福等と取実

善ど職づ例等実れ’査
が厳勧くにの施な必結
図正告改応協機い要果
らに及善咲力関法なに
れ対び命　をに人是よ
る処業令社求新・正る
よす務を会め規施改指
うるのは福る入設善摘
実等停じ祉ほ所に措事
効速止映事力1措対置項

　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　3
やを役業個置しがに　す計困るせ摘　況て　英員そ設画　にに
か行員法々のて講つ指る画難こてはなを報ま　にのご一指指対
なうのにの停硅じい導こをなキ改具餐確告桑改十間と約導導し
改な解基事止　 らて厳ζ樹事　簿体　認さ　酵分題の　監lll”て

立項ま方的改すせそを鰹点間平査査越
さにた策に善るるの求識を題板のを
竺つ　に行をこと結めさ当点的実行二
　い短つう要菟と果る竺該を監施つ年
継て期いとす　もはこ　施的査にこに
続は間てとる　藍期菟速設確を当菟一
的年にもも事　　限　やのに避た　回
に次解指に項　改を　か幹把蚊つ　は
指改決導’の　善付　に部握　て　実
導善がす併指　状し　是職し施は　地

　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
よに市　常人　を対所法査て都　実す市は設核　あ査に　あ
りつ嫡都時指な通k管人をい道ま施る及’に市特げをつ社る
数実離措鯉嚢鰭籟袴灘警簿噂殿講
す　施県な当施る査都置し合に社こ県核指る所複うに嫉祉を
る別し　連部設こ結道したにお会乾が市導指在数配実　法行
こにた指携局指ζ果府て都つい福　、同とを導すの慮施法人つ
ζ定指定をが導　に県い道いて祉　時法担監る指すし人がこ
　め導都図異担　よ及る府て施法　に人当査法定るて監経菟
　る監市牽な当　るび他県嫉設人　指指すに人都こそ査営
　と査及」る部　問厚の犠　をが　導導る当経市ζのとす
　このび蒐場局　題生施　指設複　監を指た営及　実施る
　ろ結中　合と　点省設当導置数　査担定つのび　効設施
　に果核　喚法　等にを該監しの　を当都て施中　を監設
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別
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福
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法
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に
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箔
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　　　　　　　　（5）　　　　　　　　（4）
エ　ウ　　イ　アて　　エウイ　　　　ア　サ　コ　　ケ　クキ　カ　　オ
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特集2●平成†一年度における生活保護指導監査方針

　　　　　　　　　（81　　　　　　　　　　　（71　　　　　　⑥
　ウ　　　　　イ　ア　　エウ　　　　イ　ア　　エウイ　ア　　カ　オ
所　　び　の　　ま　家添　　護じて嘱　適　医も　　　物　衛さ　イ

雛騒課綴鱗劉～儒響松齢讐繍2碕篇縞橘k縫
いの膜と　が者と相者のつ者等へ医かがの行の管なツ者後用者ないののつ

る場にさっ　てるだ体て　　備る学身日に　染梵　にわとるクよ　つかのい
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　　　　〔1）
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　　　　　　　（9）
れが　かいてて
て参ま等る検必入実
い加歳〉カニ討硬所施
るで　　　をな者機
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　る所
　体者
　制診
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　れ峡
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特集2●平成十一年度における生活保護指導監萱方針
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